
中
央
二
(
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野
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七
一

清
水
洋
次
郎
さ
ん
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町
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五

山
崎
努
可

さ
ん
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坂
口
す
い
さ
ん

林
和
幸
さ
ん

谷
内
は
る
さ
ん

中 院

。羽

民
田
三
柑
さ

森
山
光
一
さ
ん

常
般
宮
城
二

(
諏
訪
部

)
五
四

村 内

_(塩田北保育園)

カい二っぱいのカ
ニたのしい秋の運動会二

耕
沢
村
川
辺
」
さ
ん

{
呂
下
仲
八
郎
さ
ん

遠
藤
清
さ
ん

越
関 岡

戸

七 六 九

一 九 C

広々とした環境の中でのびのびと・・…
属国」仁保有闘は、昭和29年塩田地 区小山のお宮の森の 中 、古い建物 を使用して、園児数80名で開国しま

したが、 |討48年rt:;い闘合に 別 れを告げ、.fJt..{tの新しい園舎に移 リました。

[，;]1合の周りは、回畑に固まれ、広々としたすは、らしい環境です。

園児も中野地 区に学海団地 ができてから年々地加し、現在122名カ、のびのびと遊びまわっていま可。

f本力つ く リ の 秋 、 今 日 (9月27日)は楽しい迷動会、「赤かて、白かて」どの園 児の顔も元気いっぱい。

[塩 田北保育園長)

叶
H

，ι十
持
与

A
A
f
A
己
ノ
ハ

丸
山
実
さ
ん

国
友
る
か
さ
ん

λ 
寸

;た f災寸
ーι

t尺台時

さー-f 
こ 七

市長相談日
rr打民と市長の 日」を 11月1日間午前9

Jl寺から午後4時まで市役所 3附r!iJi苓
で行L、ます。おれ特におで7'J.(tくださL、

ー・ーー+一一+一一ー~-一喝一-----..~一一~ . . . ←ー・ー
農地問題相談日

農地の取得、転用など民地にかかわ
る問題てパliるんでいる皆さんのた灼にJl

月 1日(刈午前 8時30分から午後5時ま

で市役所 2 階民業委J. i 会・J '~務付で e
地問題相談」を行、、ます お公HにJ;
でかけください。

ー・・・・・ 2 ・3ページ

4ページ

主 な内容

道路・悩祉・ 教 育 な と 環 境 特 備 頂 点 に 補 正 1
9 tJ定例 rb議会終わる j 

」二田原の山浦さんカ‘ l億円、

国分寺史跡公[1]資 料 館 後 設 資 金 に

4主築・商工 ・鋭光 ・新幹線謀か移動、旧水道局跡へー， .........4ページ

安全 ・確実・有利です 返職金共済制度に加入しよう・・・ーー.5ページ

健康管周に利用しよう、 L11総合健康センター交通貨を支給・・・ 6べ-:..;

移動式ストーフを点検しよソ、日動消火装日売を Jを務つけ....ー アベージ

安心してな校、 n久保に Jレj邑陪完成一・・・・・・….....一・一 .........8ベ ジ
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道
路

三環
境
整
備
重
点
に
補
正

〈
九
月
定
例
市
議
会
終
わ
る
〉

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
+
四
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会

で
は
、
市
農
政
の
振
興
に
つ
い
て
調
査
協
議
を
行
う
「
農
政
推
進
協
議
会
」
設
置
に
伴
う
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
悪
質
下
水
の
規
制
を
強
化
す
る
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
、
災
害
に
対
し
て
万
全
を
期
す
た
め
の
上
田
市

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正
。
市
政
の
進
展
を
は
か
る
た
め
の
諸
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
五
十
二
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
補
正
予
算
。
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
三
十
六
議
案
が
審
議
さ
れ
「
日
朝
友
野
親
善
及
び
朝
鮮
の
自
主
的
平
和
統
一

に
関
す
る
意
見
書
」
が
否
決
さ
れ
た
ほ
か
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

え

予

算

つ

補
正
予
算
額

報

一
般
会
計

広

五

億

九

千

七

万

六
千
円

一

特

別

会
計

一

八

百
二
十
七
万
八
千
円

紛

予

算

総

額

間
一問

一
般
会
計

話

百

七

億

七

千

三

百

十

八

万

六

千

円

昭

和

特

別

会

計

一

四

十

億

一
千
九
百
三
万
八
千
円

一
マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

一
〈
総
務
費
〉

一

自

治

会

防

犯

灯

電
気
料
金
補
助
金
、

号

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場
補

問

助

金
、
行
色
申
告
会
補
助
金
な
ど
に
三

鎖
卯
千
百
七
ト
二
万
三
千
円
。

，
ハ
民
生
貨
v

753号~

め
下
水
め
排
除
基
準
を
定
め
、
基
準
を

こ
え
た
悪
質
下
水
は
、
企
業
の
責
任
に

お
い
て
除
窓口
施
設
な
ど
を
設
け
、
基
準

北
保
育
園
、
塩
田
中
央
保
育
園
給
食

室
改
造
工
事
費
、
保
育
園
通
園
パ
ス
補

助
金
、
無
認
可
保
育
所
あ
ゆ
み
保
育
所

改
修
工
事
補
助
金
、
肢
体
不
自
由
児
の

通
固
め
利
便
を
図
る
通
園
用
マ
イ
ク
ロ

ハ
ス
購
入
。
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま

期
す
る
必
要
か

ら
、
今
ま
で
の
委
員
構

成
を
検
討
し
、
新
た
に
学
識
経
験
者
を

加
え
る
と
と
も
に
定
数
の
増
員
を
図
る

ち
推
進
事
業
の
寝
た
き
り
老
人
の
た
め

の
ふ
と
ん
乾
燥
事
業
、
紙
お
む
つ
の
配

布
、
老
人
入
浴
輸
送
事
業
に
対
す
る
補

助
金
な
ど
四
千
九
百
七
十
七
万
七
千
円
。

〈
衛
生
費
〉

上
室
賀
地
区
の
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域

整備が進む市道(上塩尻で)

思
見
書
等

解
消
補
助
金
、
急
病
患
者
の
医
療
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
当
番
医
制

普
及
定
着
化
対
策
補
助
金
、
上
小
衛
生

施
設
組
合
負
担
金
、
大
星
斎
場
負
担
金

上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
負
担
金

上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

負
担
金
な
ど
に
六
千
五
百
三
十
四
万
九

千
円
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

同
和
地
区
農
業
振
興
費
、
特
別
農
山

村
総
合
対
策
事
業
補
助
金
、
災
害
復
旧

事
業
補
助
金
、
新
し
い
村
、
つ
く
り
人
づ

く
り
の
た
め
の
地
域
農
政
特
別
対
策
事

業
費
、
内
水
面
総
合
対
策
事
業
補
助
金

な
ど
に
六
千
五
百
二
十
三
万
一
千
円
。

〈
商
工
費
〉

事
業
協
同
組
合
な
ど
の
資
金
借
入
を

容
易
に
し
、
育
成
振
興
を
図
る
た
め
の

中
小
企
業
融
資
予
託
金
、
同
和
対
策
融

資
予
託
金
な
ど
に
三
千
四
百
六
万
円
。

寝た きり 老人の入浴実習をする市職員

1ムム

天井改修が決 まった川西中体育館

す
る
意
見
書
」

マ
不
況
と
イ
ン
フ
レ

、
官
同
物
価
の
長
期

〈
土
木
費
〉

道
路
新
設
改
良
工
事
費
、
河
川
改
修

工
事
費
、
自
然
運
動
公
闘

の
管
理
陳
建

設
費
、
市
営
住
宅
用
地
購
入
費
な
ど
に

二
億
七
千
八
百
九
十
万
円
。

〈
教
育
費
〉

一
中
、
四
中
の
便
所
改
修
工
事
費
、

川
西
中
体
育
館
天
井
改
修
工
事
費
、
清

明
小
、
二
中
、
四
中
の
消
防
用
施
設
工

事
費
、
小
学
校
給
食
室
天
井
改
修
工
事

費
、
上
回
城
の
や
ぐ
ら
、
博
物
館
の
消

防
用
工
事
費
、
緑
が
丘
西
同
和
集
会
所

用
地
お
よ
び
建
設
費
、
図
書
購
入
費
な

ど
に
六
千
四
百
七
十
一
万
三
千
円
。

条

例

マ
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

そ
の
都
度
関
係
農
業
団
体
に
集

っ
て
い

た
だ
き
、
審
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

た
に
農
家
の
意
向
に
基
づ
い
て
農
用
地

の
貸
し
借
り

の
設
定
、
土
地
の
有
効
利

用
、
担
い
手
農
家
の
育
成
な
ど
市
農
政

の
総
合
的
振
興
に

つ
い
て
、
調
K
2
協
議

を
行
う
機
関
と
し
て
「
農
政
推
進
協
議

会
」
を
設
置
す
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

マ
上
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

工
場
、
事
業
所
な
ど
か
ら
下
水
道
に

排
出
さ
れ
る
悪
質
下
水
に
対
す
る
規
制

を
強
化
す
る
た
め
、
特
定
事
業
所
か
ら

職員

人
事
異
動
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.千
民百
生七

'士万

千
円

の
下
水
内
排
除
基
準
を
定
め
、
基
準
を

こ
え
た
悪
質
下
水
は
、
企
業
の
責
任
に

お
い
て
除
百
施
設
な
ど
を
設
け
、
法
治
十

値
に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
排
出
で
き
な

い
と
す
る
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
改
正

し
ま
し
た
。

だ一一般縦脇島 第 753号、

坂警
口言
嘉 に

マ
上
田
市
防
災
会
議
条
例
の

一
部
改
正

最
疋
地
援
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が

高
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

地
震
災
害
を

含
め
た
災
害
に
対
し
て
、
市
も
万
全
を

正
さ
ん

えつ-(3)--一 昭和52年10月16日 広報

国

九

月
定
例
市
議
会
で
、
教
育
委
員

山
会
の
委
員
に
、
坂
口
嘉
正
さ
ん
が
村

山
上
博
優
さ
ん
の
後
任
に
き
ま
り
ま
し

且

た
中

村
上
さ
ん
は
、
四
十
八
年
十
月
か

且
ら
四
年
間
お
つ
と
め
い
た
だ
き
、
ご

誼
苦
労
様
で
し
た
。

血

〈
教
育
委
員
会
委
員
〉

叫

坂

口

裏

正

さ

ん

(

五

十

四

歳

)

山
〈
略

歴

〉

山

県

立

丸
子
良
商
学
校
卒
業
、
上
回

期
す
る
必
要
白
か
ら
、
今
ま
で
の
委
員
構

成
を
検
討
し
、
新
た
に
学
識
経
験
者
を

加
え
る
と
と
も
に
定
数
の
増
員
を
図
る

た
め
改
正
し
ま
し
た
。

マ
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
に

関
す
る

条
例
の
制
定

市
庁
舎
、
支
所
な
ど
の
行
政
財
産
を

そ
の
目
的
外
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用

料
の
徴
収
な
ど
に
つ
い
て
制
定
し
ま
し

た。市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
、
市
立

第
五
中
学
校
P
T
A
会
長
、
豊
里
郵

便
局
長
。

公
平
委
員
に

山

崎

幸

子

さ

ん

九
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委
員

会
の
委
員
に
、
山
崎
幸
子
さ
ん
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

〈公
平
委
員
会
委
員
〉

山
崎
幸
子
さ
ん

(五
十
八
歳
)

〈
略

歴

〉

東
京
家
政
専
門
学
校
卒
業
、
東
京

家
政
専
門
学
校
助
手
、
市
婦
人
専
門

マ
五
十
二
年
八
月
九
日
、
東
京
高
等
裁

判
所
判
決

「
無
期
懲
役
」
を
支
持
、
上

告
を
棄
却
し
た
秋
山
事
件
に
対
す
る
最

高
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
、
再
審
制
度

の
本
来
の
使
命
に
基
づ
く
真
実
究
明
と

人
権
尊
重
の
立
場
か
ら
、
狭
山
事
件
の

再
審
請
求
を
早
期
に
受
理
す
る
よ
う
要

望
し
た
「
秋
山
事
件
の
再
審
受
理
に
関

委
員

匠
。

い
け
は
な
草
月
流
理
事
、
師

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

本

固

定

二

さ

ん

九
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資
産

一

評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
、
本
田

一

定
こ
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

一

〈固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
〉

一

本
田
定
こ
さ
ん
(
六
十
七
歳
)

一

〈
略

歴
〉

一

尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
、
市
西
部

一

自
治
会
連
合
会
長
、
市
納
税
組
合
連

合
会
長
、
衣
料
小
売
業
。

す
る
意
見
書
」

マ
不
況
と
イ
ン
フ
レ
、
高
物
価
の
長
期

に
わ
た
る
同
時
進
行
に
よ
っ
て
、
住
民

生
活
は
極
め
て
深
刻
な
事
態
に
追
込
ま

れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
政
府
に
対
し
、

物
価
問
題
の
解
決
が
、
不
況
脱
出
に
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
円

高
基
調
の
定
着
に
よ
る
為
替
差
益
を
す

み
や
か
に
小
売
物
価
に
反
映
さ
せ
る
強

力
な
措
置
を
と
る
こ
と
。
水
産
物
流
通

市
場
に
お
け
る
大
手
水
産
資
本
等
の
支

配
、
系
列
化
を
制
限
し
、
高
値
安
定
化

傾
向
に
あ
る
魚
価
を
抑
制
す
る
こ
と
な

ど
四
項
目
を
要
望
し
た
「
物
価
問
題
に

関
す
る
意
見
書
U

マ
長
い
間
孜
々
(
し
し
)
と
し
て
築
か

れ
た
貴
重
な
私
財
を
信
濃
国
分
寺
史
跡

公
園
の
資
料
館
建
設
資
金
と
し
て
、
多

額
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
、
山
浦
国

嗣
さ
ん
に
対
す
る
「
感
謝
決
議
」
な
ど
の

五
件
が
採
択
さ
れ
「
日
朝
友
好
親
普
及

び
朝
鮮
の
自
主
的
平
和
統
一
に
関
す
る

意
見
書
」
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ー
剣

h

天

工
場
、
事
業
所
な
ど
か
ら
下
水
道
に

排
出
さ
れ
る
悪
質
下
水
に
対
す
る
規
制

を
強
化
す
る
た
め
、
特
定
事
業
務
か
ら

市職員

10月l日付

人
事
異
動

議長から感謝決議を受ける山浦さん

課
長
級
マ
応
急

工

事

課

長

穂

谷

潔
(
用
地
開
発
課
長
)
マ
市
民
課
長

和
田
富
太
郎

(
応
急
工
事
課
長
)
マ
用

地
開
発
課
長
川
上
哲
治

(
昇
格
・
保

護
係
長
)

係
長
級
マ
課
長
補
佐
指
定
野
村
昌

次
(
業
務
課
庶
務
係
長
)
マ
課
長
補
佐

指
定
浅
川
貞
利
(
学
校
教
育
課
施
設

係

長

)

マ

課

長

補

佐

指

定

西

沢

保

(
青
少
年
係
長
)
マ
保
護
係
長
等
々

力
寛
(
福
祉
課
庶
務
係
長
)
マ
福
祉

課
庶
務
係
長
三
輪
善
方
(
市
民
課
主

査
)主

査
級
マ
市
民
課
主
査
大
沢
美
治

(
収
税
課
主
査
)
マ
尾
崎
和
彦
(
昇
格

・
庶
務
課
)
マ
山
上
正
広
(
昇
格
・
消

帰
事
務
所
)
マ
管
理
課
主
査
問
古
美

予
乃
(
昇
格
・
構
造
改
善
課
)
マ
水
谷

和
子

(
昇
格
・
業
務
課
)
マ
小
林
繁

(昇
格
・
工
務
課

)
マ
逢
坂
秀
重
(
昇

格
・
浄
水
管
理
事
務
所
)
マ
中
沢
す
み

代
(
昇
格
・
学
校
教
育
課
)
マ
横
山
澄

子
(
昇
格
・
神
川
小
学
校
)
マ
伊
藤
み

ち
子
(
昇
格
・
第
四
中
学
校
)
マ
坂
口

千
鶴
子
(
昇
格
・
選
挙
管
理
委
只
会
)

…
叩
月
ね
日
制
市
長
選
挙
一

…

投

票

し

よ

う

…

…

清

き

一

票

…
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上田原の山浦三が1億円

宅
石井市長カ、ら市政功労章を受ける山浦さん ご夫妻(左)

国分寺史跡公園

資料館建設資金に

え
一)

市
内
上
田
原
に
お
住
ま
い
の
山
浦
国

嗣
さ
ん
(
四
歳
)
か
ら
、
信
機
国
分
寺

史
跡
公
固
め
資
料
館
建
設
資
金
と
し
て

八
月
二
十
四
日
、
一
億
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、
九
月
二
十
九
日
の
九

月
定
例
市
議
会
の
席
上
で
、

山
浦
さ
ん

に
市
政
功
労
章
と
記
念
品
を
増
呈
、
そ

の
ご
厚
意
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
も
同
日
の
本
会
議
で

山
浦
さ
ん
の
ご
芳
志
に
対
し
、
深
じ
ん

な
謝
意
を
表
す
る
感
謝
決
議
を
全
員
一

致
で
採
択
し
、
本
会
議
の
席
上
で
山
浦

さ
ん
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
ご
寄
付
は
、
石
井
市
長
と
は
以

前
か
ら
の
知
り
合
い
だ

っ
た
山
浦
き
ん

が
、
戸
年
ほ
ど
前
、
石
井
市
長
を
訪
れ

「
図
書
館
で
も
建
て
る
資
金
を
寄
付
し

....~ 753号 (事諸説綴喜)一一一広報

確
実

た
い
」
と
申
入
れ
き
れ
ま
し
た
。
市
長

は
「
図
書
館
は
ま
だ
新
し
い
か
ら
、
信

人
権
擁
護
委
員
に

若
山
札
朝
日
札
小
池
札

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
三
名
の
皆

さ
ん
が
、
九
月
一
目
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
桜

井
茂
さ
ん

の
後
任
に
朝
日
松
司
さ
ん

(千
曲
町
)
、
若
山
箕
嘉
九
さ
ん
(
奈

良
尾
)
は
再
任
、
小
池
恭
平
さ
ん
(
手

塚
)
は
新
任
で
す
。

ほ
か
に
次
の

八
名
の
方
が
す
で
に

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
田
堅
こ
さ
ん

(
大
屋
)
、
清
水

-
有
利
で
す

、
母
践
岳
民
客
円
河
芝

濃
国
分
寺
史
跡
公
園
へ
資
料
館
を
建
て

る
計
画
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
へ
ご
寄

付
願
い
た
い
」
と
話
し
、
現
地
を
案
内

し
て
山
浦
さ
ん
の
了
解
が
得
ら
れ
、
今

回
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
一
億
円
は
、
八

十
二
銀
行
の
株
券
ほ
か
三
十
二
万
六
千

三
百
株
の
株
券
で
す
。

山
浦
さ
ん
は
、
上
田
原
の

旧
家
で
農

業
と
タ
バ
コ
・
雑
貨
庖
を
営
ま
れ
て
お

り
ま
す
が
、
若
い
こ

ろ
か
ら
お
酒
を
少

々
た
し
な
む
程
度
で
タ
バ
コ
は
す
わ
ず

質
素
な
暮
し
を
し
な
が
ら
倹
約
し
て
お

金
を
銀
行
に
預
金
、
預
け
た
お
金
で
手

堅
い
銀
行
株
な
ど
を
買
い
資
産
を
築
か

れ
ま
し
た
。

山
浦

さ
ん
は
「
自
分
も
年
を
と
っ
た

の
で
、
な
に
か
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ

幹
崇
さ
ん
(
岩
門
)
、
小
泉
義
雄
さ

ん

(
小
島
)
、
掛
川
嘉
憲
さ
ん
(
天

神
四
)、

砥
石
種
次
さ
ん

(
緑
が
丘

二
、
上
原
好
人
さ
ん
(
常
国
三
)

久
保
田
良
明
さ
ん
(
小
井
田
)
、
飯

島
英
子
さ
ん
(
築
地
)
、
横
山
勇
司

さ
ん
(
仁
古
田
)

黒
坂
勝
さ
ん
は
四
十
二
年
五
月

か
ら
九
年
間
お
つ
と
め
い
た
だ
き
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
人

間
と
し
て
の
権
利
や
自
由
が
尊
重
さ

れ
、
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る
た
め

活
動
さ
れ
て

い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
と
い
い
ま
す
。

企
業
な
ど
が
経
営
の
安
定
を
失
っ
た

り
労
働
者
が
退
職
し
た
場
合
の
賃
金

こ
と
に
使
い
た
い
と
考
、
ぇ
、
品
目
か
ら
の

良
き
知
り
合
い
で
あ
る
、
石
井
市
長
に

使
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
た
ち
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
は
、
山
浦
さ
ん
の
ご
厚
立
を
生
か

し
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
一
億
円
は
、

信
濃
国
分
寺
史
跡
公
固
め
資
料
館
建
設

の
資
金
と
し
ま
す
。

建
築
・
商
工

観
光
・
新
幹
線
課
が
移
動

本
庁
二
階
旧
水
道
局
跡

市
役
所
本
庁
二
階
の
北
側
に
あ
っ
た

商
工
課
、
観
光
課
、
お
よ
び
新
幹
線
課

建
築
謀
、
商
工
部
長
室
は
、
十
月
四
日

に
同
庁
二
階
南
側
の
旧
水
道
局
跡
へ
左

図
の
よ
う
に
移
動
し
ま
し
た
。

電
話
番
号
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
す

が
、
用
事
で
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

斤舎2階平面図
加
入
で
き
ま
す
か
。

答

l
常
時

桜
用
す
る
従
業
員
が
三
百

人

、

、

に二二二コ亡二二ニコ肩主「

I I ffl~~ 
法案 採 i観光採商工評 |商工|新幹

喝1長 線 課

答

i
退
職
金
共
済
加
入
申
込
書
作

金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
}
と
印
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ほ
ど
前
、
石
井
市
長
を

'
z
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凶
省
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で
も
建
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る
資
金
を
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付
し

思
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q
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今

d第一

従
業
貝
の
退
職
金
制
度
を
も
つ
こ
と

一

が
困
維
な
中
小
企
業
主
の
皆
さ
ん
、
制

一

度
は
あ
る
が
現
在
の
経
済
状
況
に
A
口
つ

御
前
た
制
度
に
改
正
し
よ
う
な
ど
と
考
え
て

ロ
一
い
る
皆
さ
ん
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済

担
閣
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

崎
明
「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
手
続
き
が

一

め
ん
ど
う
な
の
で
は
:
:
:
」
「
掛
金
が

一

点
い
の
で
は
:
:
:
・
:
」
な
ど
と
お
考
、
え

だ

の
皆
さ
ん
、
気
軽
に
市
役
所
労
政
課
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
三

O
七
)
か
東
信
労

政
事
務
所

(
宮
③
一
六
二
九
)
へ
こ
相

談
く
だ
さ
い
。
最
近
、
あ
る
事
業
主
の

方
か
ら
次
の
よ
う
な
ご
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

坂
田
堅
こ
さ
ん

(
大
屋
)
、
清
水

虫
M

(

人王

確
実
・
有
利
で
す

退
職
金
共
済
制
度
へ
加
入
し
よ
う

えI 一(5)一 一一昭和52年10月16日 広報

掛
金
は
全
額
免
税

福
利
厚
生
施
設
に
融
資

問

1
よ
く
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
ど
ん

な
制
度
で
す
か
。

答
M
H
国
の
媛
助
で
大
企
業
な
み

の
魅

力
あ
る
退
職
金
を
支
給
で
き
る
よ
う
に

と
作
ら
れ
た
返
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
が
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

業
団
と
契
約
を
結
び
、
毎
月
掛
金
を
金

融
機
関
に
納
め
て
い
た
だ
き
、
従
業
員

が
退
職
し
た
と
き
に
、
事
業
主
に
か
わ

っ
て
事
業
団
が
直
接
従
業
員
に
退
職
金

を
支
払
い
ま
す
。

問

1
制
度
の
特
色
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

答

1
大
き
な
特
色
は
、

掛
金
が
全
額

免
税
に
な
る
こ
と
と
、
従
業
員
の
福
利

厚
生
施
設
建
設
資
金
の
融
資
が
低
利
で

受
け
ら
れ
る
こ
と
、
新
し
い
法
律
「
賃

確
法
」
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い

こ
と
で
す
。
ま
た
、
わ
ず
か
な
掛
金
で

多
額
な
退
職
金
が
用
意
で
き
ま
す
し
、

簡
単
な
手
続
き
で
加
入
で
き
ま
す
。
国

の
制
度
で
す
か
ら
安
全
性
も
高
い
わ
け

で
す
。

「
賃
確
法
」
措
置
の
必
要
な
し

問

l
「
賃
確
法
」
と
は
ど
ん
な
法
律

で
す
か
。

答

1
正
式
に
は

「
賃
金
の
支
払
い
の

中小企業

退職金共済制度の

しくみ

"JA1;望L
毎月の樹金 1::- -一。乞U l金融機関

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
と
い
い
ま
す
。

企
業
な
ど
が
経
営
の
安
定
を
失
っ
た

り
、
労
働
者
か
退
職
し
た
場
合
の
賃
金

支
払
い
が
困
難
に
な
る
な
ど
に
備
、
ぇ
、

保
全
と
適
正
化
を
行
い
、
労
働
者
の
生

活
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ

た
法
律
で
、
今
年
の
四
月
か
ら
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
中
に
、
退
職
手
当
の
保
全
措
置

の
規
定
か
あ
り
、
企
業
な
ど
に
退
職
金

制
度
が
あ
る
。
慣
行
に
よ
っ
て
退
職
金

を
支
払
っ
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
、
退

職
金
の
支
払
い
準
備
に
必
要
な
賃
金
の

一
定
額
を
、
金
融
機
関
と
の
保
証
契
約

な
ど
の
方
法
で
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

共
済
制
度
に
加
入
す
る
と
保
全
の
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
の

加
入
基
準
は
従
業
員

三
百
人
以
下
.
の
企
業

問

1
私
は
、
個
人
商
庖
を
経
営
し
て

五
人
の
従
業
員
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

加
入
で
き
ま
す
か
。

答

1
常
時
一雇
用
す
る
従
業
員
が
三
百

人
以
下
(
卸
売
業
百
人
、
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
五
十
人
以
下
)
の
企
業
な
ら
法

人
、
個
人
を
問
わ
ず
加
入
で
き
ま
す
が

原
則
と
し
て
全
従
業
員
が
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
臨
時

や
パ

ー
ト
の
従
業
員
は
、
加
入
さ
せ
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
業
主
や
役
員
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
が
、
兼
務
役
民
は
加
入
で
き
ま
す
。

月
五
千
円
、
三
十
年
掛
け
で

約
五
百
八
千
万
円

問

1
掛
金
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
り

ま
す
か
。

窓口

1
一
人
月
額
八
百
円
か
ら
一
万
円

ま
で
十
九
種
類
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

中
か
ら
あ
な
た
が
選
ん
で
毎
月
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問

1
た
と
、
え
ば
一
人
月
領
五
千
円
と

決
め
た
場
合
、
勤
続
年
数
に
も
よ
る
で

し
ょ
う
が
、
ど

の
く
ら
い
退
職
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
か
。

窓口

l
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

五
年
働
け
三
十
四
万
九
千
四
百
三

十
円
。

十

年

掛

け

九

十

三
万
七
行
五
十
円

二
十
年
掛
け

二
行
六
十
九
万
二
下

二
十
円
。

三
十
年
掛
け
五
百
七
十
八
万
六
千

七
十
円
。

問

l
加
入
手
続
き
は
簡
単
だ
そ
、
つ
で

す
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

答

l
退
職
金
共
済
加
入
申
込
主
(
持

金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
)
と
印

か
ん
、

申
込
金
額
を
添
え
て
市
内
の
余

融
機
関
で
手
続
き
す
れ
ば
良
い
わ
け

で

す
。問

M
M
よ
い
制
度
で
す
ね
、
加
入
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。

答
M
M
市
内

の
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
大

勢
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
て
く
だ
さ

海
一外
協
力
隊
員
募
集
。

す
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
て
は
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
開
発
途
上
間
に

あ
る
国
々
で
、
自
分
の
技
術
、
技
能
を

生
か
し
、
国
づ
く
リ
に
協
力
す
る
海
外

協
力
隊
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す

の

で
、
希
製
者
は
平
目
に
申
込
ん
で
く
だ

芦
、
し

。

資

格

l
m
歳

1
お
絞
ま
で

の
男

K
J

派
遣
期
間

l
二
年
間
。

派
遣
地
域
H
H
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中

米
の
開
発
途
上
国
。

募
集
期
間

l
十
一
月
三
十
日
制
ま

で

試

験

1
第
一
次
(
筆
記
)
、
五
十
三

年

一
月
、
論
文
、
英
語
、
技
術
。

第
二
次
(
面
接
)
五
十
三
年
二
月

く
わ
し
い
資
料
を
希
守
す
る
人
は
、

二
百
円
切
手
を
同
封
の
う
え
次
の
と
こ

ろ
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
閉
会
せ
u
H
〒
問
点
京
都
渋

谷
区
広
尾
四

l
二
|
二
問
、
担
川
年
海

外
協
力
隊
事
務
局

(
宮
東
京
棚

l
七

一
一
六
一

)
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お知もせ

第 26田市民総合体育大会が10月

: 8白から開かれ、各種目で熱戦が

展開されています。

写真は、柔道少年の部の熱戦。

健
康
管
理
に
利
用
し
よ
う

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

え

m月
か
ら
交
通
費
を
支
給

つ_~ 753号 (叡縦脇)一一広報

市
は
、
十
月
一
日
か
ら
「
-
長
野
県
総

合
健
康
セ
ン
タ
ー
」
(
長
野
市
)
で
受

診
し
た
人
に
、
交
通
貨
を
支
給
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
の
で
、
十
月
一
日
以
降

受
診
さ
れ
た
入
、
受
診
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
人
は
次
に
よ
り
、
市
役
所

一
階
保
健
予
防
課
ま
で
申
出
て
く
だ
さ

〈
対
象
者
〉

市
内
に
住
ん
で
い
る
、
三
十
五
歳
か

ら
六
十
五
歳
ま
で
の
人
。

〈交
通
貨
の
範
囲
〉

長
野
県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
送
迎

車
の
料
金
で
す
。
他
の
交
通
機
関
を
利

用
し
た
場
合
は
、
同
セ
ン
タ
ー
送
迎
車

の
料
金
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

'53号~

〈
手
続
き
方
法
〉

市
で
発
行
す
る
交
通
費
支
給
申
請
書

に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
受
診
証
明
書
を
添

え
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

。
た
だ
し

集
団
受
診
の
場
合
は
、
市
が
直
接
同
セ

ン
タ
ー

へ
支
払
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

受
診
す
る
人
が
は
か
か
ら
交
通
費
の

補
助
を
受
け
る
場
合
は
、
支
給
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

受
診
す
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
個

人
で
な
く
婦
人
会
、
自
治
会
、
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
集
団
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
倉
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②
O
七

二

こ

農
地
改
革
に
よ
り
解
放
さ
れ
た
土
地

の
権
利
は
、
解
放
(
売
渡
し
)
を
受
け

た
人
に
所
有
権
が
正
し
く
登
記
さ
れ
て

い
な
い
と
完
全
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ

ん。
あ
な
た
の
農
地
は
正
し
く
登
記
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

解
放
農
地
の
登
記
は
、
戦
後
の
過
渡

期
の
な
か
で
、
多
く
の
事
務
量
を
少
な

い
人
員
で
短
期
間
に
処
理
し
た
た
め
、

一
部
に
登
記
も
れ
や
、
間
違
っ
た
登
記

を
し
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

権
利
証
や
法
務
局
の
登
記
簿
を
閲
覧

し
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い

。

登
記
の
済
ま
な
い
方
、
間
違

っ
た
登

記
を
発
見
さ
れ
た
方
は
、
農
業
委
員
会

へ
土
地
の
所
在
、
地
番
、
売
渡
期
目
、

買
受
者
の
氏
名
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

登
記
を
済
ま
せ
な
い
と
、
登
記
税
が
か

か
り
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

農
業
委
員
会
事
務
局

(
宮
@
四
一

O

O
内
線
三
三
七
有
線
②

O
七
六
一

)

。
究

l
エム
Z

刀
ー
を
楽
-
し
む
う

刊初
一
治
者
“講
習
会
聞
く

上
回
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
(
洋
弓
)
ク
ラ

ブ
で
は
、
初
心
者
の
た
め
の
講
習
会
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

教
育
委
員
会
体
育
課
へ
申
込
書
と
参
加

料
九
百
円
を
添
え
て
、
十
月
二
十
五
日

ω午
後
四
時
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
(
申
込
書
は
体
育
課
に
あ
リ
ま
す
)

資
格
・
人
員
H
H
中
学
生
以
上
で
年
齢
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
四
十
名
、
定

員
に
な
り
し
た
い
締
切
り
主

T
c

と

き

1
十
月
三
十
日
制
午
後
一
時

i

四
時

(
雨
天
の
場
合
は
十
一
月
六
日

制
)

と
こ
ろ

1
上
田
市
営
陸
上
競
技
場
。

お
問
合
せ
M
H
体
育
課
体
育
振
興
係

(
宮

@
四
一

O
O
内
線
五
五
五
)

-.、・・・
1
・1
・、，.，
.... ，.，、，‘‘・・
la--‘，
.. ‘，
.a・0
・J

ら

一

一

市

長

代

理

に

か

一

口同

e

内，，
.

.

 

一

点

奇

力

支

1

一

比
司
山
山

E
ノ
イ
月n

H
u
-

一

〈
上
田
市
告
示
第
初
号
〉

一

一
上
田
市
長
石
井
泉
は
、
昭
和
五
一

…
十
二
年
十
月
二
十
三
日
に
執
行
さ
れ
一

一
る
本
市
長
選
挙
に
在
職
の
ま
ま
立
候
一

一
補
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
五
一

一
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
一

…
和
五
十
二
年
十
月
十
二
日
か
ら
同
年
一

一
同
月
二
十
三
日
ま
で
、
上
田
市
助
役
一

一
柴
崎
章
雄
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
一

一

昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日

一

一

上

田

市

長

石

井

泉

一

午
後
一
時
1
同
四
時
。
十
三
日
制
午

前
八
時
三
十
分
1
午
後
四
時
。
清
掃

方
法
・
台
数

l
入
札
。
台
数
は
お
問
A口

せ
く
だ
さ
い
。

十
一
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
ぶ

表
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
す
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児検診日程表

会場 上健康 回 市 祉川西社会福
センター センター

対象地区 川西全区

it象児 49年10月生
49年 1月

-6月生

11 月 17日

乳児検診日程表
ム3民柑、1:m市健康セ ノタ ー i星田支1ムz 所 川~t西セ社ン 会タ悩ー2階議案

1)軍司 4 か 月 '~ 9か月児 4か月lt 4か月児
9 9 

塩1ll. 東部 f量1( 東部
t Hlig 南部 川辺 南部
急車困 中央 泉回 中央

I量回全区 川丙全区
地神 111 北部 神川 北部

F 神村 西部 神村西;];

里民|城下 ， ~1 域下

't司 52年 7月生 52年 2月生 5良2年年27月月仲エ 55 Z2 年年27 月月ι z 

回 2日 9 B 1 B I 16H 15日 8 日

の 以
。内

最
近
の
作
品
で
未
発
震
の
も
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お
で
か
け
く
だ
さ
い

文

化

祭

~
J
.
0
.
6
0

・老
人
福
祉
セ
一

一ン
ー女

-1
・

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
十

一
月

十
二
日

ω、
十
三
日
側
、
同
セ
ン
タ
ー

内
に
完
成
す
る
「
作
業
棟
」
の
完
成
祝

い
を
兼
ね
た

H

第
三
回
文
化
祭
。
を
曜

大
に
行
う
た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
お
年
寄
り
以
外
に

は
開
政
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
文
化
祭

当
日
は
、
一
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
欣

し
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
な
ど
を
見
て

い
た
だ
き
、
楽
し
い
文
化
祭
に
し
よ
う

と
行
う
も
の
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

1
十
一
月
十
二

日
出

4
%
F
4
2
高
位
昔
、
r
占
%
p
d
，a乍
F
退
a
占
%
事
、
p
d
A
a

キ
ノ和

一

」

Z4

づ
ら

を
か

置
月

装
日

火

L

肖

1

醐
一

えつー (7)ー一一一昭和52年10月16日 広報

移動式ストーブを点検しよう

保
健
予
防
課
保
健
係
(
含
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

午
後
一
時
l

同
四
時
。
十
三
日
制
午

前
八
時
三
十
分
i

午
後
四
時
。
清
掃

事
務
所
西
隣
り
「
老
人
縞
祉
セ
ン
タ

だ
し
も
の

1
同
セ

ン
タ
ー
利
用
者
に
よ

る

「
野
立
」
「
演
芸
L

ク
ラ
ブ
の
作

品
展
示
、
そ
の
他
。

。
電
話

怒
公
一
環
m

市
は
、
上
回
従
報
証
話
局
管
内
の
電

話
加
入
権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ

l
十
一
月
十
日
同
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
、
市
役
所
四
階
第

一
会
議
室
。

上
回
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

(洋
弓
)
ク
ラ

方
法
・
台
数

l
入
札
。
台
数
は
お
間
合

せ
く
だ
さ
い
。

公
売
予
定
価
格

l
一
台
、
六
万
五
千
円

1
七
万
円
(
た
だ
し
、
債
券
を
買
う

必
要
は
な
く
、
落
札
後
、
数
日
で
架

設
さ
れ
ま
す
)

公
売
広
告
の
場
所

1
市
役
所
、
豊
殿
・

塩
田

・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税
務

署
、
上
小
地
方
事
務
所
。

そ
の
他

1
公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者

が
完
納
し
た
場
合
は
公
売
を
中
止
し

ま
す
の
で
、
入
札
希
望
者
は
事
前
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

1
収
税
課
収
税
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二

四
固
有
線
②
O
六
九

一

)

v
p
d
a
d
A
 

灯 油 などの液体燃料を使う「移動式ス トーブ」は52年

11月 1日から、倒れた時に、自動的 に火が消 える装置(耐

震 自動 消火装置)、または、自動的に給油 がストッフ'す

る装置(自動燃料供給停止装置)を備 えているストーブ

でないと使うことができなくな ります。(条例 18条 2項)

このス トーブの切 り替えについては、 48年の条例 改正

後、 時期 ごとに広報「うえだ」などでお知らせしてきま

したが、猶予期聞の 4年 が 過 ぎ 、 使 用制 限 の期 日(10月

31日)が迫りましたので、各事業所、各家庭の皆さんは

この冬に使うス トーブを良〈点検し、 11月 1日からは、

耐震自動消火装置などのついたス トーブ を 使用するよう

準備してください。

グラッときたら…・・・
地震への備えを万全にしよう

⑥ 
同時に 多数の 火気 を 使 用 し な い こ と

ふだんでも同時に多数の火気を管理するこ とは難しい

ことです。まして、地震が発生した時などに、アイ ロ ン

が け をしながらカス コン ロで煮物 をし、風呂をわかすと

いうように多くの火気を使用していると、そのすべての

火を消すことは容易なことではできません。 ですからふ

だんから多数の火気を同時に使うことがないよう習慣づ

けておきましょう 。

総
隊
i
t

手
記
募
集

。山

氏
-
上
回
郵
便
局
ν

郵
政
省
簡
易
保
険
局
で
は
、
暮
ら
し

の
中
に
生
き
て
い
る
「
郵
便
局
の
簡
易

保
険
」
に
つ
い
て
の
手
記
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ふ
る

っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

題

l
「
わ
が
家
の
生
活
設
計
と
簡
易
保

険
」
「
か
け
て
い
て
よ
か

っ
た
簡
易

保
険
」
「
楽
し
か
っ
た
簡
易
保
険
保

養
セ
ン
タ
ー

へ
の
旅
」
「
私
の
推
薦

し
た
い
簡
易
保
険
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」

「
私
が
簡
易
保
険
に
望
む
こ
と
」

原
稿
枚
数
日H
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

〉

T
去
也
事
、
子
事
信
子
也
F
y
r
d4
噛
也
子
退
4F
主
r'

以
内
、
最
近
の
作
品
で
未
発
表
の
も

の。

締
切
り

l
十
一
月
十
五
日
(
当
日
消
印

有
効
)

あ
て
先

l
一ア
川
千
代
田
区
神
田
駿
河
台

一
ー
六
、
主
婦
の
友
編
集
局
「
暮
ら

し
の
中
の
簡
易
保
険
」
係
。

応
募
方
法

l
原
稿
の
最
初
に
、
テ
!
?

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
家
族
構
成
を
明
記
し
て
く
だ
さ

賞

1
特
選
十
万
円
一
名
、
入
選
五
万
円

五
名
、
佳
作
一
万
円
二
十
名
。

お
閉
会
せ

l
上
回
郵
便
局
保
険
課

(
宮

@
O
四
九
九
)

i 
くわしくは市役所国保年金課国民年金係へお問合せ ください。 ~
ft@4100内線284 有線② 0711 主

年 金 の 種 別 等 年金額

高齢者
5年年金 16，408円

10年年金 22，425 

拠 老齢年金 15年納付 26，800 

一般 25年納付 35，558 
出 40年納付 56，891 

年 障 害 年 金
1級障害 45，125 

2級障害 36，100 

金
母子、準母子、遺児年金

子 1人のとき 36，100 

子 2人のとき 38，100 

寡 婦 年 金 妻カ屯O歳から65歳まで夫の年金額の半額

福祉年金

老齢福祉年金 15，000 

障 主ロ主 年 金
1級障 害 22，500 

2級障害 15，000 

母 + 年 金 子 l人のとき 19，500 

あなたの国民年金
その②

N …年金の種別と年金額N …

(年金額は月額)
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安心して登校

蒼久保に歩道橋完成

神川小学校関係者の要望で、子供たちヵ、通学

に利用し ている若久保地籍の危険な三差路に横一

断 歩道橋がかけられました。この横断歩道橋は

上 回 公 園 内 の 青 少 年 ホ ー ム 利 用 者 の た め に 外 掘

にかかっていたものですが:堀が埋めたて られ

た た め 不 用 に な り 、 蒼 久 保へ移転しました。こ

のため工事費も約 500万円と新設の約三分のー

と安上がり、チ供達も安心して利用しています。

えつ...~ 7S3号 (貯議長制)一一広報

1日
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